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ついて述べる,、

（１）わが国の都道府県の警察木部にはin跡担当官が必

ずおり，応)|}纂跡学のl世界をつくI)，技法の開発が

努ﾉﾉさjしているが，その'攪際は麟木的には|尚観と経

験に依存する部分も多い］これに対しては科学的批

判も生じやすい。この点，水研究は直観・印象の意

義について一柿の根拠付けを行っ/こことにもなり，

現場の研究苫にも劒気をり･えることになろう。

（２）この研究の懲瀧はIIIj簸的であり，１M行のY[跡獺定

に対していっそうの客観化とlI1W1化を１座,ｉｌ１ｉするもの

である，ともいいうる。

（３）本研究の今後については様々なことが巷えられ

る。ｿＩｌｗｌ上と研究上の両意義において，研究操作全

体のいわば繭縮版が必要か，必鍵でないかが１つの

問題であろう。他の興味ある問題はVii跡の評定者ま

たは判断者の蛎卜Hの作I)方をどのようにするかであ

る。必要の都度，艇作為柚|H・依軌するのか，ある

いはまた陪禰ljII度のように一定数の素人の蝿ljlをつ

くるのかなど，桃との形が考えられる。

（４）人格頬K１１つ左り煩似人格群に対する一定の鍵跡鮮

の対応がかくいり|快に証(ﾘ1されたことは[ｌｌｌｉ期｢Ｗであ

る。教育心理的，臨床心理｢19,組織心FM的等の活)１１

も考えられる。しかし猫跡のllIil人別弁別は水研究の

延長上に考えられるのであろうか，それとＷｌｌ都の

研究とすべきものであろうか。

（５）筆跡IiiilMは鞭跡のあり方と人格のあ')ﾉﾉの分かち

難い複合体の知覚である。しかしこの濃跡一人格間

の連関は人格内部の“ブラックボックス'・に潜在す

る。筆跡面相の発掘と人格内部の連ＩＭＩの分析とは今

後の二大課題であろう。

本論文が以上(3)－(5)に述べた諸ＩＭｌ腿についての展望

を欠いていたことは↑|;しまれる．しかしそれは筆舌の今

後に期待すべきことであって，本研究のIllliIif1を慨つける

ものではない。これまで述べたように，水研究で得られ

た知見は，それF1体，学術上貴Iiiな知見であることはも

ちろん，社会的意義，応用可能性などを合わせ碁える

と，高く評価できるものである。

以上により，飛者は本i論文によってliIi｣舌（|('二会学）の

学位を授与されるに値するものと認められる川
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１１１野命

内容の要旨

１，れわれにとっての“私”あK)いは“【１分，'が，われ

われに様々な11ﾂで影灘を及ぼしている。この‘`私，,ある

いは“｢1分”は，心Fl1学に１sいて｢Ｉ我あるいは自己とい

う概念の「に研究されているが，水研究の１１酌は，この

１１枚・'1□を(厩lri1りに分析することである□論文は４

部，ｌ１Ｗｉ:から|Ⅲ成されており，鮒１部では，これまで

に行われに｢1伐・'1己にllUするjlR1Mi的な考察と実証的な

研究を慨i１Ｍしている，そして鰯ｌｉｉｔでは，心理学で扱わ

れる嫌/Q【な現映が１１校・'1己の概念な’には説明できな

いことを，A11p()rｔ（1943）の説に従って述べている＿

第２竜では，「ｌ我・自己の理論の''１から，特にその後

の研究と強い影瀞ﾉjを及ぼしているJames，Freud，

Eriks()､，I((DRers,AIlI)()ｒｔらの理論について概観してい

る。彼らは嫌々な視点から｢1枚。、己を分析しており，

そのBM論の脳味するところM111LにlALなっているが，こ

れらのＨｌｌｌ術から，「)戎．、己について考える上での視点

を得ることはできＺ､。その1つは，［l我・自己がどのよ

うなＩＭＩ域やIitillllに及ぶものであるか，あるいは，どのよ

うなIl11Imiを|$っているかということである。２つめは，

そのような１１枚・I］己の各(l1lllTiやIiIN城がどのように関連

しあい，どのような柵造を成しているかということであ

る．そして３つめは，【I】IIS・「ｌｕがどのような機能を持

っているかということである．１１１ｋ.１｣l己のｌ１Ｉ１解には，

これらの視点から捉えられた''1枚や|[1己を総合的に考察

することが必要とA１Aわれる。

第３斎では，自我・Ｉ]己に関する奨証的な研究につい

て，実験社会心理学的な研究，発進的な研究，自由回答



|ｲﾘ>，《その１１１>，〈無回答＞の９つの人項'１に分類されて

いる，これは，パーソナリティのほとんどすべての側面

についての紀述が，ＷＡｌ技法において11)現し得ること

を示しており，self-imageあるいは｢|我・自己の理解

に対するＷＡＩ技法の有効性を示唆している。

第６章では，槙Ⅱ1らがＷＡＩ技法で得られた小学生か

ら老人までの約14,000名の反応を，１９８９年度版基準書

を)Ⅱいて分析した結果についてjlliべている⑪そこでは，

ＷＡ］反応のいくつかの特徴が凡'１１されている。まず，

ＷＡＩにはＩｌ１ｉｌ人にとって重要なもの，あるいは，１１１〔要な

事柄が現れるtHlｲﾘがある。また，ＷＡＩ反ﾙﾋﾞ;には，指向

的側面，デモグラフィックな属性，社会関係につしての

記述が多い．これは，このようなｍＩｌ面や属性がself‐

immgeにおいて，特に重要で，中心的なものである可

能性が商いことを示唆している。発瀧的な変化について

もいくつかの特徴を捉えることができた｡まず，児童期

から背年ＩＵｌに至る発達におしては，（l/1人の社会的あるい

は生物学的)i§礎がself-imageの中で顕在性を失ってい

き，その一ﾉﾌﾞで性格が顕在化してくるという特徴があ

る。成人lU1の特徴としては，職業と家庭がself-image

の中で愈嬰な位置を占めているということが挙げられ

る。そして老年期には，self-imalgeの広がりが失われ

ていくという特徴が見られたが，その一方で，自己や社

会に対する'7定的な態度が現れている。

蛸７，.ifでは，ＷＡＩ技法で得られた''１|答の間の関連性

を調べ，そこから各個人のseIf-imageの購造を分析す

る拭梁について述べている。回答間の関連性を調べるた

めには，’''１鱒を被験者自身に分類させる方法と，被験者

に回溶を対呈示して関連の強さを評定させる方法がとら

れに。さらに，これらのデータにM;づく解析結果を被験

背に示して，インタビューが行われている。その結果，

多くの披験鮒において，２稀類の方法で得られた回答間

のＩ'三|互UMjll1性に整合性が認められた。この結果は，２つ

の方法の妥当性を示すと同時に，ＳＣＩ｢.imageが個人の

''１で櫛造化されていることを示唆している。また，相互

関連性の評価のデータを階層クラスター分析によって解

析した結果について，多くの被験者が納得できると述べ

ていることも．これを支持している。その他に，多次元

尺度法による''11答の関係の分析も行われ，これらの方法

を総合(|りに)1]いることによって〆被験背のself･imagc

の|附造が把握されることが示された⑰

第３部では，ＷＡＩ技法で得られた反応を，第２部で

述べた基準書によって分類し，その反応パターンの分析

を行っている。まず，第８章ではい反応パヌーンの分析

法を用いた研究に分けて述べている。`jll4験ik会心jlll学で

の研究には，それまで看過されていたI]我．〔'し｣のＩｌｌｌＩｈｉ

を扱ったものが多し。発達的な研究については，自己評

I1Hi，自己概念，「1己同一性を分析したものを中心に取り

上げたが，爽際，｜]我・自己に関する発進的な視点から

の研究では，これらを扱ったものが多い。さらにこの章

では，、我．「1己を実証的に分析する上でのself-image

や自己概念の有効性を示した上で，ＷＡＩ技法をはじめ

とする｢1['''''１鱒法を１１]いた研究の分|i)7Ｆ続きの多様性と

有効性について検討を､Ⅱえてし､る。

第２部では，ＩｌｌＩ１ｌを中心とするＷＡＩ技法によるSelf‐

imaReの研究を取り上げている。まず，第４厳では，

槙円らの研究プiコジェクトの目的と方法について述べて

いる。ＷＡ［技法は，披験者が「私は識でしょう？」と

いう問に「'１１１１｢1鱒して２０の回驚を,杷川iするものであ

り，ｓｃｌｆｉｍｉｌｇｅを分析する上でｲii効な技法であるr，槙

I]|らのll1lﾘは，この技法を用いて，①実証ilOな刀法で個

人のself-imageを具体的に捉え，それがどのような範

開に及ぶかを把握すること，②様々なself､imageがど

のような頻度で現れるかを分析すること，③ＩＩＭ人の持つ

多くのself-imageが相互にどのようなilLljlEを持ってい

るかを分析することである。また，④ＷＡＩ技法をパー

ソナリティ診断を行うための技法としてＩｉｌｉ立することも

l｣的としている。

第５章では，Ij11Ilらが基嶬書と呼ばれるＷＡＩ技法の

ための反応カテゴリーを作成した週報について述べてい

る。これはＷＡＩ反応の具体的な内容を把握するため

に，反応の内容分析を通じて帰納的に作成されたもの

で，雄準嘗の一番最初の版は１９８３年に''１:成された。こ

の１９８３年1堕版鵬弊害は，反応を内容分析の手法である

川喜田（1967）のＫＪ法で分析した結果にﾑﾋﾞづいてお

り，小項|ＩとlIlzばれてしる1,786のカテゴリーを持っ

ている。その後，「雄準書の改訂→反応の分顛→集計→

反応傾向の分lili→雄嶬書の改訂」という過秘を繰り返し

て，蕊準書の精繊化が進められ，その結果，３００の小項

目を持つ1986年度版基準書が得られた。この甚準書は

かなり安定性があり，その後，１９８８年度までほとんど

変更を加えられずに分析に用いられた。しかし，この基

瀧書はまだカテゴリー数が多く，これをｊＩ１いて分類を行

うには，数ケ月に及ぶトレーニングを興ずるⅡそこで，

さらに小項I|の012合を｢'二'心とする基搬諜の改訂を行な

い，その結果，１９９の小項Ｈを持つ１９８９年度版雄準薑

が完成された。この基準書では，１９９の小項目が，〈社

会>，〈家庭>，〈個体>，〈能力>，硫意>，〈力動>，〈指



ＩＬ自己に対する意識の軸，ＩＩＬ実存的意識・非日常的

怠撤の１１１１，１Ｖ・欲求・希望・願望のIIjdI，Ｖ・家系．家族

の軸の５つの次元が得られた。また，これらの軸での被

験者のサンプル・スコアを分析した結果，年齢や性別に

よるself-1mageの具体的な変化が捉えられた。さらに

ＩＩＢ〔載化Ⅲ類で得られたカテゴリー・ウエイトに基づき，

クラスター分析によって小項目の分類を行った結果，

Ａ・性格（気質ⅡＢ・性格（力動)，Ｃ・身(ｲｴ･能力．|］

7i↑生活，Ｉ)唾希望・願望，ＩＤ.'i[l父母・父母，Ｆ・職業・家

庭，Ｇ、’二|己実現的欲求，１１．学校生活,１．基本属性，

j、実在的１ｺ己意祇の１０のクラスターが{!}られ，これ

らのクラスターに対する言及率とⅡｉ・年齢との関連が分

|ﾘiされている。また，各年齢でのＷＡＩ反応の一般的な

IMi成を，クラスヌーの言及率とクラスターＩｌｌｌの関巡（共

jlH性）から分析した結架，小学生の反応は，身体・能

ブル１１常(|猛，学校生活，基本属性，気質を中心に構成

され，’'１学生ではそれにﾉﾉ動が力ⅡわI)，さらに高校生で

は希望・願単が！Ⅱ|わる。ノミ学生では，これらの間の共通

性がI強まI)，これらが1人の被験脅の反応に同時に現れ

ｚ'ことが多いことが示さｵLﾌﾟこ。２(）代になると，学校生

橘に代わり職業・家庭が跡著にな')，希望・願望があま

り１Ｍれなくなる、それ以降４()代7kでは比''1ｔ的安定して

いるが，５()代になるとそれに加えて自己実現的欲求が

現れる。６０歳以'二では，｜]己実現的欲求が顕在的にな

る一方で，性格のMrl在性が薄れる傾向がある。最後に，

ＩＣのクラスターをＩ社会・生物的甚礎，Ｉ｜性格，’11欲

’1上・自己ijWllliの３つの大クラス孜一に併合し，その言及

パターンの分析を行っている。

第１(）〕\iではｕ｣芝のような結果が得られ/こが’こｌＬら

は，ｓｅｌｆ.i、鼬ｇｅのいくつかの大きな特徴を示唆してい

る口その１つは，粉個人のＷＡＩ反応の'二|'に意味(|(ﾉな連

関があるということである。これは，数量化Ⅲ類に基づ

くＷＡＩ反応の分瀬が怠'Ⅲ:|ﾉﾘ容の類似に雑づくものでは

なく，反応の｜Ⅱ関関係あるいは共変関係に朧づいたもの

であるにも関わらず，クラスクーが曜準計とも対応する

ような意味内容のまとまりを持っていることに示されて

いる。２つめの特徴は，身体を核とする身辺的な記述が

s〔uIf-imagcの不可.欠な要素であるということである。

このような記述は，１つのクラスクーを形成ししかも

ほとんど１－べての被験者によって言及されている、そし

て発達的な特徴としては，児童期から青年期にかけて個

人のsel｢-ima贋ｅが分化１，多様な内容のself-imnlE1eが

含まれるようになること，学生の問は学校生活がｓｅ]f‐

inMlgeの埴要な要素であるのに対し，学校の卒業後は

の方法論上の'１１１題について検討を行っている。それによ

ると，反応パターンの分析は，１体の数IIk化Ⅲ類を用いる

ことによって体系的に行うことが可能となり．その結

果，それぞれの反応は‘Ｉｌｌ１々人の反応のまとまり方を反

映するような複数の次元のうえに位悩づけられること

になる。このような次元で構成されるself-imageの

空間は，｜|凸|入内の構造とは別の意味でself-imageの|僻

造と言うことができる。これは，多くの個人から得られ

た個々のＷＡ［反応を構成要素とし｜|,Iil々のＷＡＩ反応

は，その構造において，反応パターンの類似性に蕊づい

て位置づけられる耐

第９章では，小学生から高校生までの約5,000名の

ＷＡｌ反応の反応ペターソの分析が示されている。その

結果，性格一デモグラフィックな属性の軸，自己に対す

る意識の軸，欲求・希Hl1・願望の軸の３つの次尤からｲ(｝

られた。さらに沐各iIjIllでのカテゴリー・ウエイトに雄づ

き，非階層クラスタ－分桁で小項目を分類した結果，社

会．/１２物的基礎，性桁，欲求と｢I己評１，１１iの３つのクラス

ターが得られた。このクラスターに蕊づき被験肴を分析

した結果，クラスターllj1に反応傾向の迎いがあることが

示された。社会・生物的基礎のクラスターには，ほとん

どの被験者が言及Ｌており，しかも，その反応数も多

い。それに較べて，性烙のクラスターと欲求・'１己評ｌｌＩｉ

のクラスターは，］人あたりの反応数が少ない．また，

年齢との関係を見ると，性格と欲求・Ｆ１己評Iuiは年齢と

ともに言及する者の数が増えている。さらに’言及して

いるクラスターの組黙合わせで被験者を分類した結果，

(まとんど被験者が，社会・生物的基礎だけに言及する

省，社会・生物的基礎と性格に言及する省，１１:会．と川勿

的基礎と欲求・自己評(,１１に言及する者，３つのクラスヌ

ーすべてに言及する者の４つのグループいずれかに分紬

された。これと年齢との関連を見ると，社会・生物的磯

礎にだけ言及する者は年齢を追うごとに減少Ｌ’３つの

クラブ､ターすべてに言及-する荷は増jⅡしｒいる『，これら

の結果を総合すると，self-imageの発述の初期の段階で

'１１心となるものは，社会・生物1Ｗ基礎であり，その後，

性格や欲求・'1己評価が現れてくると考えられる。これ

は，発達に伴って，self-imaHeが分化して多様な内容

を含むようになることを示しており，また，self-imaRc

が抽象化あるいは内iHi化することを示Ｌている］

第１０章では，小学'{ｉから老人までの約14,000名の

ＷＡＩ反応を，1989年度版基準苫によって分類Ｌ，その

反応パターンを数量化’'１頚で分析Ｌに結果についてｊ４ｌｉ

べている。そこでは，｜、内容的把握一形式的把握の軸，



職業や家庭がそれに代わること，自分の性格についての

self-imageは，児童期から青年期にかけて次第に顕著

になること，高校生や大学生という子供時代の最終段階

で希望や願望が顕著になり，ＤＩＩ齢が進むに従って，自己

を包括的に意味づけたいという欲求が，ｓｅｌＭｍａｇｅに

大きく反映されるようになることなどが示された、

第４部の第11章では愉文全体のまとめを行った上で，

自我・自己研究におけるlIf兜結果の怠味づけを行ってい

る。そこでは，自我・Ｉ引己の6〔i域･範洲，｜Ni造”機能な

どの視点から研究結果に考察を加えている。そして最後

に，今後のＷＡＩ技法による[I我・Ｉ÷I己の研究について

の展望を述べている．

己の各側面や領域がどのように関連しあい，どのような

構造を成しているかということである。第３は，自我・

自己がどのような機能を持っているかということであ

る。そして，円我・自己の理解には，これらの視点から

'二{伐や自己を捉え，総合的に考察することが必要である

と提言している］

第３章の「自我・［1己の災iilll()研究」では，自我・自

己に関する実証的な研究について，実験社会心理学的な

研究，発達的な研究，そして，’１１１１回答法を川いた研究

に分けて述べている。実験社会心理学における研究で

は，それまで看過されていた自我・自己の側面を扱った

ものが多いことを指摘し，発達的な研究については，自

己評lillj自己概念，自己同一性を分析したものを中心に

取り上げている。さらにこの章では，自我・自己を実証

的に分析する上でのself-imageや自己概念の有効性を

示した上で，ＷＡＩ技法をはじめとする自由回答法を用

いた研究の分析手続きの多様性と有効性について検討を

加えている。

第２部の「槙H1らのＷＡＩ技法によるSelf､Imageの

研究」では，普者[１斗も参力Ⅱして進められた槙、を中心

とするＭ１究が取り上げられている．まず，第４章の「槙

luらの研究のＨ的」では，｜ilⅡ|lらの研究プロジェクトの

Ｈ的と方法が示されている」ＷＡＩ技法は，被験者が

｢私は誰でしょう?」という''１１にlL1i11自答して２０の回答

を|ﾖ111に記述するものであり，ｓどＩｆ､Imageを分析する

上で有効な技法であるとしている。槇田らの研究の目的

は，この技法を用いて，①実証的な方法で個人のself-

imageを具体的に捉え，それがどのような範囲に及ぶ

かを把握すること，②様々なself-imageがどのような

頻度で現れるかを分析すること，③個人の持つ多くの

self-imageが相互にどのような関連を持っているかを

分析することである。さらに，④ＷＡＩ技法をパーソナ

リティ診断を行うための技法として確立することも目的

としている獅

第５章の「基準脅の作成」では，“堪準書，，と呼ばれ

るＷＡＩ技法のための反応カテゴリーの作成過程につい

て述べられている。これはＷＡＩ反応の具体的な内容を

鬮旧握するために，反応の内容分析を通じてIlii)納的に作成

されたものである。その後，「鱗１１４醤の改訂→反応の分

類→集計→反応傾向の分析→雄耀書の改訂」という過程

を繰り返して，篭準瞥のＷｉ繊化が進められ，１９８９年度

には，１９９の小項目を持つJ114醸誓が完成されている。こ

の基準書では，１９９の小項目が，〈社会>，〈家庭>，〈個

侮，〈能力>，剣宵意>，<力動>，〈指向>，〈その他>，〈無

論文審査の要旨

岩熊史朗君より提111された学位iiIIi求論文「ＷＡＩ技法

による自我の実証的分析一Self・Imageの内容と構造

の分析一」は，心理学における收要テーマの１つであ

る自我あるいは自己について，実証的な方法を用し分析

を試みた労作である。

本論文は，「本編｣，「図臘iliiU，「資料編」の３編から

成っている.「図表iMii」には，木綿で言及されている図

表がまとめて掲載されている“「衡料編」には，データ

の収集に用いられた１１１級，ノ)|))iに)|川ら;Ｉした反応ブノテゴ

リー，反応頻度等の購礎データ，そＬて，小学生から老

人に至るＷＡＩの事例が掲,|乢されている。「本編」は，

４部，ＩＩ章から成１１)，その内容は以下のようになって

いる。

第１部の「自我・［|己の研究のMiiれ」では，これまで

に行われた自我・自己に関する理論W<〕な考察と実証的な

研究を概観している｡まず，第Ｉ章の「序にかえて」で

は，心理学で扱われる様々な現象が自我．自己の概念な

しには説明できないことを，AI1port（1943）の説に従っ

て具体的に示している。

第２章の「自我・Ｉ]己の理論」では，にI伐・121己のＥＭ

論の中から，特にその後の研究に強い影響力を及ぼして

いるJames，Ｗ､，Freud，Ｓ､，Eriksol1，Ｒ・ｌＬ，Rogers，

C､Ｒ,，Allport，Ｇ､Ｗ゜らの｣114論を取り上げている，彼

らは様々な視点からI:１枚・'1己花分析しており，その理

論の意味するところもlIlZ1:に蝿なっている。しかしこ

れらの理論から，［I我.「l己について考える上での視点

を得ることはできるとして，將者は３つの視点を提示し

ている。第１は，自我・「|己がどのような領域や範閉に

及ぶものであるか，あるいは，どのような側面を持って

いるかということである。第２は，そのような自我・自



回答＞の９つの大項目に分類されている。これは，パー

ソナリティのほとんどすべての側面についての記述が，

ＷＡＩ技法において出現し得ることを示しており，self‐

imageあるいは自我・自己の理解に対するＷＡＩ技法

の有効性が示唆されている。

第６章の「雑準書によるＷＡｌ反応の分析」では，

ＷＡＩ技法で得られた小学生から老人までの約１４，０００

名の反応を，１９８９年度版基準書を用いて分析した結果

について述べられている。ここでは，ＷＡＩ反応のいく

つかの特徴が示されている。まず，ＷＡＩには個人にと

って重要なしの，あるいは，重要な事柄が現れる傾向が

ある。また，ＷＡＩ反応には，指向的側面，デモグラフ

ィ．,クな属性，社会関係についてのi氾述が多い。この結

果から，これらの側面や属性がself-imaReにおいて，

重要で，’'１心的なものである可能性が高いと著者は指摘

している。発達的な変化についてもいくつかの特徴が挙

げられている。まず，児童期から成年期に至る発達にお

いては，個人の社会的あるいは生物学的麟礎がseIf

imageの中で顕在性を失っていき，その一方で性格が

顕在化してくるという特徴がある。次に，成年期には，

職業と家庭がselfimageの中で重要な位慨を占めてい

るという特徴がある。そして老年期には，self-imageの

広がりが失われていく一方で，自己や社会に対する肯定

的な態度が現れていることも示されている，

第７章の「ＷＡＩ反応の相互関連性の分析」では，ＷＡＩ

技法で得られた回答の間の関連性を調ぺ，そこから各個

人のself-imaReの構造を分析する試糸について述べら

れている。回答間の関連性を調べるために，回答を被験

者自身に分類させる方法と．被験者に回答を対呈示して

関連の強さを評定させる方法がとられている。さらに，

これらのデータにJAiづく解析結果を被験者'11身に示し

て，インタビューも行われている。この結果，多くの被

験者において，２種類の方法で得られた回答間の相互関

連性に整合性が認められ，この結果は，２つの方法の妥

当性を示すと同時に，self-imageが個人の中で構造化

されていることを示唆していると考察している。また，

相互関連性の評価のデータを階層クラスター分析によっ

て解析した結果について，多くの被験者が納得できると

述べていることも，これを支持しているとしている。そ

の他に，多次元尺度法による回答の関係の分析も行わ

れ，これらの方法を総合的に用いることによって，被験

者のseIf-imageの搬造が把握できると述べられてい

る。

第３部の｢ＷＡＩ反応ペターンの分析」では，ＷＡＩ技

法で得られた反応を，第２部で示された聴碓書によって

分類し，その反応パターンの分析を行っている。まず，

第８章の「反応パターンの分析とＳｅｌｆ､Imageの構造」

では反応パターンの分析方法論上の問題について検討が

加えられている。第６章で示された反応頻度の分析で

は，個人の２０の回答は１答ずつばらばらにされてしま

い．（|,１１１人を包括的に捉えることはできない．一方，第７

章で示されたＷＡＩ反応の相互関迎性の分析では，個人

を包括的に捉えることにはある程度成功したが，そこか

ら一般的な特徴を抽出することは成功していない。しか

し，seIf-imageを総合的に理解するためには，個人を

なるべく包括的に捉え，しかも，そこから一般的特徴を

捉える必要がある。そこで有効と考えられるのが，反応

パターンを分析する方法である。反応パターンとは，個

人の全体的な反応が，個々の反応のどのような組み合わ

せによって柵成されているかを糞したものである。つま

り，頬似した反応パターンを持つ２人の個人は，全体的

な反応として類似していることになり，これを用いるこ

とによって，個人を包括的に比較分析することが可能と

なる。

一方，反応のカテゴリーの側から見れば，あるカテゴ

リーに対する全反螂応が，どのような佃人の反応によって

朧成されているかが，反応パターンとなる。反応パター

ンが同一である２つのカテゴリーは，全く同一の人とに

よって反応されており，強い共変関係あるいは相関関係

を持つことを意味する。

このような反応パターンの分析に有効な技法が，林の

数量化III類である。数量化Ⅲ類では，個人の反応パター

ンとカテゴリーの反応パターンを体系的に分析し，個人

と反応カテゴリーの両者を分類する。具体的には，反応

パターンに』i1iづき個人差を反映するような複数の次元を

導きだしそれらの次元上に反応カテゴリーを位置づけ

る。このような複数の次元で構成される空間内では，類

似した反応パターンを持つ２つのカテゴリーは近くに，

異なる反応パターンを持つカテゴリーは遠くに位置づけ

られることになる。さらに，各カテゴリーの位置に基づ

いて．個人の位置づけも行われる。

ところで，ＷＡＩ反応に数量化III類を週)Ⅱする場合，

目{１１記述の反応を何らかの反応カテゴリーで予め分類し

ておく必要がある。そのために著者は，維準書を反応カ

テゴリーとして用い，それに対する反応パターンを数量

化Ⅲ類で分析することにしている。その結果，多くの個

人から得られた反応は，反応パターンの類似性に基づい

て，空間的に位置づけられる。このような空間は，多く



の個人のself・Ｉｍａｇｅを包括的に含んで>ISI)，ＩＭＩ入内の

構造とは別の意味でself､imageの}Ni造と見ることがで

きると結論づけている。

第９章の「小学生から高校生までを対象とした反応ペ

ターンの分析」ては，小学生から岡校生までの約5,000

名のＷＡＩ反応の反応ペターンの分析が示されている。

その結果，性lff-デモグラフィックなILIMfkの01M１，１と|己に

対する意識のIlill1，欲求・iWHI1・MWilLil1のililllの３つの次元が

得られている。さらに，各''１１のカテゴリー・ウエイトに

基づき，非階)(イクラスター分析で小JIjllを分類した結

果，社会・生物的麟礎，性格，そして，欲求と｢1己評ｌＩＩｉ

の３つのクラスターが得られている。このクラスクーに

基づいて被験者の分析を行った結果を考察して，self‐

Imageの発達の初期の段階で,|,心となるものは，社会・

生物的基礎であり，その後，性格や欲求・lL1己iiiihHiが現

れてくるとしている“これは，発遠に伴って，self‐

imageが分化して多嫌な内容を含むようになることを

示しており，また，self-imalgeが抽象化あるいは内面

化することを示していると考察している。

さらに，第１０章の「小学生から老人までを対象とし

た反応パターンの分析」では．小学生から老人までの約

14,000名のＷＡＩ反応を，１９８９年腱版鵬蠣,!}によって

分類し，その反応パターンを数量化IIullIで分析した結果

について述べられている。そこでは，Ｌ内容的IIB握一

形式的把握の'''１１１，１１．｜〕己に対する意紬の'ｌｉｌｌｌ，ＩＩＬ実存

的意識・Ｊ１:Ⅱ常的懲識の''’１１，１Ｖ・欲求・肘dil1・願望の

軸,Ｖ・家系・家族の軸の５つの次元が得られている。ま

た，これらの軸での被験者のサンプル・スコアから，年

齢や性別によるself､imageの具体的な変化が分析され

ている。さらに，数量化Ⅲ類で得られたカテゴリー・ウ

エイトに基づき，クラスター分析によって小項ｌｊを，

Ａ、性格（気質)．１３．性格（刀勤)，Ｃ・身体．能ﾉﾉ．'二１

常生活，Ｉ几紹１．噸91,Ｅ、｜〈１１父阯・父１J，Ｆ・職業．

家庭，Ｇ・自己実現的欲求，１１．学校生iili，１．謄本属

性，Ｊ・実在的1]己意識の１０のクラスターに分類し，

これらのクラスターに対する言及率と性・年齢との関連

を分析している。また肝各年齢でのＷＡＩ反応の一般的

な構成を，クラスターの言及率とクラスター|Ｈ１の関連か

ら分析した結果が示されている。そして股後に，10の

クラスターをＩ社会・生物的」fllMi，ＩＩｌｊｌ{烙，ｌ[I欲求・自

己評Illliの３つの大クラスターに併合しそれらに対する

言及パターンの分析を行っている。

著者は．第１０章で得られた結果から，self-imageに

はいくつかの大きな特徴があることを示唆している。そ

の１つは，各'１１１１人のＷＡＩ反応の''１に窓IWt的な連関があ

るということである。数量化111噸に鵬づくＷＡＩ反応の

分類は意味内容の顛似に基づくものではなく，反応の相

関関係あるいは共変関係に雄づいたものである。それに

も関わらず，クラスターが維準i11とも対応するような意

味内容のまとまりを捗っている。２つめの特徴は，身体

を核とする斗辺的な記述がself-imageの不可欠な要素

だということである。これらは，1つのクラスターを形

成ししかもほとんどすべての被験片によって言及され

ている。また，発達的な特徴としては，児童期から青年

期にかけて，個人のself-imageが分化し，多様な内容

のself-imageが含まれるようになること，学生の間は

学校生活がseIfimageの愈要な要素であるに対し，卒

業後は職業や家庭がそれに代わること，性格についての

self-imageは，児童期からI`『年１９１にかけて次第に顕著

になること，岡校'112や大学生というrljIil時代の最終段階

で希LiuやlijW1が顕聯になり，川１１１<iが進tJに従って自己を

包括的に意味づけたという欲求が，self､imageに大き

く反映されるようになることなどが示されたとしてい

る。

第４部，第１１章の「研究の総括と今後の展望」で

は，，諭文全体のまとめを行った上で．１１枚・自己研究に

おける研究$I1illiLの怠'火づけを行っている。そこでは，第

２歳で示された｢]我・I]ＪにlIUする３つの視点，l1lIち，

領域あるいはililU11，トル造”機能という視点から研究結果

に考察を加えている。傾城・ilitiMHについては，self、

imaReが広い範囲に及んでおり，１１枚・自己の領域に

関してもこのような広い領域を考慮する必要があるとし

ている。また，seIf-imageの内容や，それに対する自

我関与に大きな佃人差があり，そこに個人の固有性が現

れると胚張している。｜Ｎｉ造については，個人内の構造と

反応パターンの分析で示された|附造が，圃的に相互に異

なるものであると指摘している。1111,|入内の艦造は，個人

がself-imageを主観的にどのように関連づけているか

というと認知的な構造に注|」したものであり，これは，

その個人にとっての主観的な[1枚.！]□を理解する上で

有効性を持つと述べている。－力，反応パターンからの

分析から｛!｝られたMi造は,多くのⅡ111人のseIfimageを相

互に位lWtづけたものであり，Ｓｅｌｆ・imageの総体を理解

したり，｜|,'iを人を比'陵する上でｲj｢効なものだと述べてい

る。特に，このような柵造は，多様な'1己意識を反映し

ており，自我・「】己の概造を考える場合においても，自

己意識を考慮する必要があると指摘している。自我・自

己の機能については，本研究がself-imageを分析対象



としているため，直接言及することはできないとしなが

らも，self-imageは，主体的なlfl我・自己によって知

覚あるいは想起ざれ表現されたものであり．そこには主

体的な|〕我・'41己の機能が反映されていると述べてい

る。また，自らのself-imageを''１;りだし，それを純排

しているのも|L｜我・自己であるとし，自我・自己は，

self-imageとの|:Ⅱ互作用を行っていると考察している。

最後に，今後の展望について述べられている。まず，

ＷＡＩ技法については，Ｊｌｆ準書の妓終的な()iMifを行うこ

と，ＷＡＩ技法をペーソナリティ診断に用いるための技

法として確立することを挙げている。分析技法について

は，sel｢-ima鷲ｅの}Ⅱ互lMjj1k性の分ll1i技法の|)'１発と(外せ

て，より多くの旧人を，より包括的に捉えられるような

分析技法を開発していく必痩があるとしている。また分

析結果においてself-imageに指向的なしのか多いこと

を指摘し，指向的な側面に焦点をあてた分析を行うこと

により，｜]我・'1己についての新たな知見がiOられるの

ではないかと結んでいる．

以上のように，本論文は，自我・lE1己の'１１１題につい

て，ＷＡＩ技法という単純かつ自然な技法を'1]いなが

ら，様Arな視点から分析した意欲作であるコイミ論文は，

以下のような点において評１１１１iできるように思われる川

1．自我・']L｣`の問題に対して突証的かつ胎納的な分

析を試みている点：

１ｺ我・自己に'1Ｍしては，‘'『学に｣I;ける伝統もあり，」１１１

論的かつ演鐸的な分析が｣2流であった。近年，心理学に

おいて実証的な研究も多く為されるようになったが，ど

ちらかと言えば,演緯的な研究スヌイルをとるものが多

い。しかし，蒋名も指摘しているように，心理学におい

て自我・自己の概念が研究者間で一致を見ない現状を好

感すれば，ア・プリオリな前提を多く待ち込tJ演綴的な

研究だ(ナでは限ViLがあると言えよう。そういう意味で

は,Ｌﾉﾐ｢『|［的でlbT)納的な方法による０１死は，地道ではあZ，

が心理学にお(ナる自我・［1己研究に新たな知見をもたら

す可能性をもっている。特に，水論文は，災舟lli的・liil納

的な方法を貫くために，ノJIfのデータを収集し，分析二Ｆ

続きにも随所にｈＵ虚が認められる。このような研究姿勢

は評Illliできるものと思われる。

２．seIf-imageの内容を実証的に示している点：

本諭文では，上でも指摘したような実証的・帰納的な

手続きによって，self-1mageに関するいくつかの新し

い知見を示している。その中でも特に重要と思われるも

のは，ｓｅ]f-imageの内容の及ぶ範朋についてである。

それによるとself-imageは，社会的な属性，家族，身

体，能力，性格，指|ｲﾘなどに及んでいる。これは，self‐

imageがllM人の,ミーソナリティのあらし)〕る側面に及ぶ

ことを示している。「l我・自己と，ミーソナリティの関係

については，多くの０１究者によって理論|Ｗに考察されて

きたが，ここで得られた結果は，このような問題につい

ても実証的な立場から貴重な示唆を与えるものと言えよ

う。しかも，反応ペターンの分析を通じて，seIf-image

の内容を朧造として把握する試みもなされており，self‐

imilgeが｛|:会・生物的薙礎，性格，欲求と自己怠祇の

３つに大きく分けられることが示されている。この分類

は，実証的な手続きで得られたものであり．目我・自

己，あるいは，自己怠識を理Ⅱ１１<する上でも意I朱深いもの

と思われる．

３self-imageの危遠的な変化を１１急体的に示してい

る点：

水研究では，小学生から老人までの約14,000名を分

析(l象としており，その結果，self-im〔lgcの〕iS進に関

していくつかの顕著な傾向を見'Ｍしている。例えば，児

戯1UjからljlC人に至る発達では，社会的な偶性の顕在性が

All〔れ，それに代わって1t格が顕著になってくることや，

selfimageの内容が多様にな')，複(雑性を増すことな

どが示されている。また，成人'１１１から老年期にかけて

は，self-imaHeの多嫌性が失われる傾向がある一方で，

|]己や社会に対する付定的な態度が強くなることが示さ

ﾉ)している，このように，self-im〔lgeのライフ・サイク

ルを通じての変化を知ることは，パーソナリティの発達

の'111題の解'ﾘ|においても息義あるものと),!jわれる，

４．新たな分析技法を債極的に導入している点：

ＷＡＩ技法は４０年近く前に考案されたものである

が，その分ｌｉｌＴ技法については,’111発の余地があるとされ

ながらも，あまりに大きな発展は見られなかった。その

点，鰐者に｣且って考察されたlnl答間の''1互関連性を分析

する手法は，ＷＡＩ技法によるＩＭＩ人分析に新たな道を開

くものとして，発表ﾐ'１時学会においても,ifIIIliされた（審

１１h%の１人は、この発友を聞き町発言を求めて自我１０１究

にお'十る待Liuされたしﾉﾐ験であると述べ，後１１，その内容

をlI1勝で紹介している)。また，ＷＡＩ反応の反応パター

ンの分析についても，に応パメーンの分析をＷＡＩ技法

に過川した点は新たな試みと言える。反応パターンの分

IJTそれ自体は新しいものではないが，将背の用いている

「内容分析→カテゴリー化→反応パターンの分析→クラ

スター化→クラスターによる反応分析」という手続き

は，他の言誹データの計量的分析に対しても応用可能性

の高いものと言える。その他にも，クラスター・レベル



ＷＡＩで得られるself-imageが，ごく一部であるこ

とをＲ頭述べて:特きながら，後半，“ＷＡＩで得られる

self､imageが被験者にとってiii要なもの，，と述べてい

る。蝋に，意識化，顕在化言語化しやすいものという

ことなのかもしれない。

３．記述の重複など：

Ndjlliが重複している部分，冗長な部分が処々に見られ

る（第５章，第１０章，第１１歳)。

また，研究の性質上，やむを得ないかもしれないが，

券察と展望にもう少し突っ込んだものが欲しかった。

左1劃本研究は第７竜を除き，鵬木的には欄[}Ｉら（勿

論，著者も中心メソペーであるが）のプロジェクト・チ

ームが，永年，蒐集，改訂してきたデータを材料にし

て，轡老が;独創的な手法をもって処理したものである

(従って，学会発炎、雑誌論文など連名のしのが多い川

かかる経過のためか，第６章～第１０章において，「槙

１１Ｉら」「著者ら｣，「罐者は」などとなっているのは，一

見IHii＃の混乱を思わせる。

研究の性質上そうなったのは理解できるし，分離しが

たい部分もあると思うが，共同研究の紹介と，そのデー

タをもとにして著者が行った解析とを分けて述べた方が

よかったのではないかと思われる。

このように，本論文には理論的な検討，その他，いく

つかの問題があることは否めない。しかし，自我あるい

は自己は，多くの心理学者を悩ましてきた難問の１つで

あり，理論的な解決にもまだ多くの時間を要するものと

思われる。そういう意味では，この難問に実証的な方法

で挑もうとした姿勢は高く評Illliでき，本研究で示された

分析結果は今後の研究に対する刺激となるであろう。

以上のような点を総合的に検討した結果，著者は本論

文によって博士（社会学）の学位を授与されるに値する

ものと認められる。

の反応,ミターソの分析やクラスター間の関連性の分析な

どの手法が示されている。これらの分析技法は，完成度

には問題もあるが，その独創性は評Il11iできる。

しかしながら，その一方で，本論文には以下のような

問題点も散見される。

１．先行する理論についての検討が十分とは言えない

点：

第３篇の自我・自己の実証的研究のレビューにおい

て，過去のＷＡＩ技法を用いて行われた研究が網羅（た

とえ文献名だけでも脂摘）されていなし､。

特に，８０年代後半の研究，例えば，YardleyのＷＡｌ

の問題点を示した研究など。この研究結果から考えて，

集団施行したものと個人的な反応を一緒にして分析して

いることには多少の疑問が残る。

また，ＷＡＩ技法に｣こってillll定される,１，のは，Kulll1

＆McPartlandによって，自己態度“Selfattitude”と

規定されていた。すなわち，自己概念とかセルフ・イメ

ージとかの認知的ＩＭＩ面のZAならず，憐懲的（特に好悪)，

評価的0(||耐（例えば|引尊，自己卑下など）が含まれてい

たにもかかわらず，“self-image',という用語を終始使

用してきたことにも疑問が残る。

２．分析結果の解釈に十分な点や/NMllIMが見られる点：

文化の違いがselfimageに与える影響については

Montemayorらの研究結果をひして言及していながら．

ＷＡＩがきわめてcLllture-boundltk手法である（特に１１

本人にとっては，アメリカと異なり，幼児の頃から，

"ＷＡＹｗ,("ＷＡ１"),“ＴｅⅡｍｅａｂ(〕utyourseIf，'は{1常の

遊びや，Ｈ常会話には入っていない）ことへの疑'１１１にま

で，議論が発展していない。

ＷＡＩや２０答法のlli蝋点の指摘がかなり甘い、'１lえ

ば，チェックリスト法などを批判して，“どの位の項[ｌ

が必要か不明etc.”と指摘する一方，２０答法の２０が十

分であると言える根拠は示されていない。


